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●足寄町の財政状況
●国民健康保険税が変わります
●下水道中期ビジョン２０１０を作成
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足寄町の財政状況
（平成22年３月末現在）

歳　出

平成21年度予算の執行状況（平成22年３月31日現在）をお知らせします。

この数値は決算額とは異なります。それは、会計年度は４月１日から３月31日までですが、この後、出納整

理期間（４月１日から５月31日まで）があり、この間にもお金の出し入れがあるからです。

一般会計

歳　入

特別会計の収支状況

会　　計　　名 予　　算　　額 収　入　済　額 支　出　済　額 執行率

国 民 健 康 保 険 事 業 11億5,992万6千円 9億6,275万5千円 10億2,454万3千円 88.3%

簡 易 水 道 6,221万3千円 2,061万2千円 5,849万9千円 94.0%

老 人 保 健 2,359万6千円 2,391万9千円 2,038万1千円 86.4%

公 共 下 水 道 事 業 3億6,514万8千円 1億1,868万5千円 3億3,762万7千円 92.5%

介 護 保 険 6億9,996万9千円 5億4,610万0千円 6億3,477万0千円 90.7%

足 寄 都 市 計 画 足 寄 市 街 地 区
土 地 区 画 整 理 事 業 10億0,661万6千円 7億3,356万1千円 9億7,355万4千円 96.7%

介 護 サ ー ビ ス 事 業 3億0,706万5千円 2億3,533万5千円 2億8,807万0千円 93.8%

後 期 高 齢 者 医 療 9,205万8千円 8,417万8千円 8,846万5千円 96.1%

企業会計の収支状況

会　　　計　　　名 予　　算　　額 収　入　済　額 支　出　済　額

上 水 道 事 業
収益的収入及び支出 1億0,333万7千円 1億3,007万0千円 9,348万7千円

資本的収入及び支出 1億3,966万9千円 2,397万9千円 1億3,929万1千円

病 院 事 業
収益的収入及び支出 10億9,617万3千円 8億3,815万1千円 8億9,065万0千円

資本的収入及び支出 6,467万3千円 3,421万7千円 6,212万4千円

国税（所得税、法人税、酒税、消
費税など）の一部から、町の財政
状況に応じて交付されるお金です。

町の特定の事務・事業に対
して、国からくるお金です。

42億7,816万6千円

42億3,946万3千円

15億5,505万0千円

22億4,404万2千円

1億9,630万0千円

10億9,592万4千円

8億3,440万9千円

8億4,034万1千円

3億2,025万0千円

7億3,469万0千円

3億7,678万4千円

4億9,966万9千円

1億7,096万9千円

1億7,221万3千円

1億5,996万9千円

1億6,716万6千円

4億0,277万4千円

5億1,446万1千円

収入済額 

予　算　額 

収入済額
　82億9,467万1千円
予　算　額
 105億0,796万9千円
執　行　率
　78.9％

0 2 4 6 8 10 12 14 16 
（億円） 

地　方
交付税

皆さんに納めていただいた
税金です。 町　税

多額の資金を必要とする事業を
早く完了するため、国や銀行な
どから借り入れるお金です。

町　債

公共施設の使用料や各種行
政サービスに関する利用手
数料などのお金です。

使用料
及　び
手数料

国　庫
支出金

町が行う事務・事業に対し
て、北海道からくるお金で
す。

道支出金

国税として徴収した自動車重量税
などを、国が一定の基準によって
地方公共団体に譲与するお金です。

地　方
譲与税

繰入金や分担金、地方消費
税交付金、繰越金などのお
金です。

その他

預金利子、貸付元利収入な
ど、ほかの項目に属さない
お金です。

諸収入

借入金の返済金、利子など
です。公債費

特別職・一般職の給与など
の経費です。職員費

土木費
道路改良、橋の架け替え、
公営住宅の建設、公園の管
理などの経費です。

農林水産
業　　費

農業基盤整備の工事費や農
業・林業振興のための経費
です。

民生費
幼児やお年寄り、からだの
弱い方を援護するための経
費です。

16億9,551万5千円

16億9,941万2千円

8億4,247万9千円

13億7,076万3千円

11億8,690万2千円

12億7,598万3千円

12億5,655万5千円

12億6,851万1千円

5億8,278万5千円

12億2,596万1千円

4億9,559万3千円

11億9,042万2千円

8億8,958万5千円

10億1,339万5千円

6億3,720万6千円

8億8,401万7千円

5億3,284万0千円

5億7,950万5千円

支出済額 

予　算　額 

支出済額
　81億1,946万0千円
予　算　額
 105億0,796万9千円
執　行　率
　77.3％

（億円） 
20 15 10 5 0 

皆さんの健康を守ったり、
ごみなどを処理したりする
ための経費です。

衛生費

小・中学校の改修や備品の
購入、生涯学習推進などに
使われる経費です。

教育費

議会、商工業振興、消防施
設費、労働者対策、災害復
旧などの経費です。

その他

役場の全般的な仕事、税金
を集める仕事、戸籍事務や
選挙事務のための経費です。

総務費
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国
民
健
康
保
険
税
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
に
対
し
て
か
か
る
税

金
で
す
。
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で

す
。
国
の
法
令
改
正
等
に
よ
り
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

賦
課
限
度
額
と
税
率
を
変
更

非
自
発
的
失
業
者
の

保
険
税
の
軽
減

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の

保
険
税
の
減
免
期
間
が
延
長

　

賦
課
限
度
額
は
、
国
の
改
正
に
な
ら
い
医

療
分
を
３
万
円
引
き
上
げ
て
50
万
円
、
支
援

金
分
を
１
万
円
引
き
上
げ
て
13
万
円
と
な
り

ま
す
。
介
護
分
は
改
正
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

税
率
は
、
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
医
療
分
の
均
等
割
額
と
平
等
割
額
の
保

険
税
賦
課
総
額
に
占
め
る
割
合
が
低
下
す
る

た
め
、
資
産
割
を
５
・
０
％
引
き
下
げ
、
全

道
平
均
と
比
較
し
て
低
い
均
等
割
額
を
１
千

円
引
き
上
げ
ま
し
た
。

加
入
世
帯
へ
の
影
響
は
？

　

税
率
改
正
に
伴
う
均
等
割
額
の
引
き
上
げ

に
よ
り
保
険
税
が
上
昇
し
加
入
者
の
負
担
が

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
固

定
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、
土
地
・
家
屋
に

か
か
る
資
産
割
額
が
５
％
引
き
下
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
保
険
税
の
７
割
、

５
割
、
２
割
軽
減
の
適
用
を
受
け
る
世
帯
に

つ
い
て
は
、
均
等
割
額
が
減
額
さ
れ
引
き
上

げ
額
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
倒
産
や
解
雇

な
ど
に
よ
る
失
業
者
の
平
成
22
年
度
保
険
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
平
成
21
年
３
月
31
日
以

降
に
解
雇
な
ど
の
理
由
で
失
業
し
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
離
職
の
翌
日
か

ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
、
失
業
し
た
人
の

給
与
所
得
が
１
０
０
分
の
30
と
し
て
所
得
割

を
算
定
し
ま
す
（
平
成
21
年
度
は
対
象
外
）。

対
象
者
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
年
月
日

が
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
で
あ
る

②
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由
欄

に
次
の
コ
ー
ド
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る

　

11
、
12
、
21
、
22
、
23
、
31
、
32
、
33
、
34

③
65
歳
未
満
で
失
業
し
た
方

手
続
き
（
申
請
）
に
必
要
な
も
の

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

②
印
鑑

③
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

※
す
で
に
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
提

出
さ
れ
て
い
る
方
は
、
申
請
の
み
の
手
続

き
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他

　

軽
減
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
が
、
途
中
で

就
職
等
に
よ
り
勤
務
先
の
社
会
保
険
等
に
加

入
さ
れ
た
場
合
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
65

歳
以
上
の
人
）
の
保
険
税
軽
減
措
置
に
つ
い

て
、
国
の
制
度
改
正
に
よ
り
引
き
続
き
減
免

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者

　

75
歳
以
上
の
人
が
会
社
の
健
康
保
険
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
新
た
に
国
民
健
康
保
険
税
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
る
被
扶
養
者
（
65
歳
～
74
歳
）。

減
免
額

①
所
得
割

：

全
額
免
除
（
世
帯
の
軽
減
判
定

時
は
、
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の
所
得
も

判
定
の
対
象
）

②
資
産
割

：

全
額
免
除

③
均
等
割

：

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の
均
等

割
が
半
額

④
平
等
割

：

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の
み
で

構
成
さ
れ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
平
等
割

が
半
額

※
③
④
は
、
７
割
と
５
割
軽
減
に
該
当
す
る

場
合
を
除
き
ま
す
。

申
請
先
・
詳
細　

役
場
住
民
課
保
険
担
当

�
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－

２
１
４
１
内
線
２
１
５

平　

成　

21　

年　

度

区　　分 税率（額）

医

療

分

所 得 割 率 5.30％
資 産 割 率 40.00％
均 等 割 率 20,500円
平 等 割 率 24,500円
賦課限度額 470,000円

支
援
金
分

所 得 割 率 2.20％
資 産 割 率 10.00％
均 等 割 率 7,500円
平 等 割 率 8,500円
賦課限度額 120,000円

介

護

分

所 得 割 率 0.85％
資 産 割 率 6.50％
均 等 割 率 5,900円
平 等 割 率 5,500円
賦課限度額 100,000円

平　

成　

22　

年　

度

区　　分 税率（額） 増　減

医

療

分

所 得 割 率 5.30％ ――
資 産 割 率 35.00％ △5.0％
均 等 割 率 21,500円 1,000円
平 等 割 率 24,500円 ――
賦課限度額 500,000円 30,000円

支
援
金
分

所 得 割 率 2.20％ ――
資 産 割 率 10.00％ ――
均 等 割 率 7,500円 ――
平 等 割 率 8,500円 ――
賦課限度額 130,000円 10,000円

介

護

分

所 得 割 率 0.85％ ――
資 産 割 率 6.50％ ――
均 等 割 率 5,900円 ――
平 等 割 率 5,500円 ――
賦課限度額 100,000円 ――

下水道中期ビジョン2010を作成

下
水
道
で
快
適
な
環
境
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な

ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を
処
理

場
で
き
れ
い
に
し
て
川
に
戻
し
ま

す
。
下
水
道
が
普
及
す
る
と
道
路

側
溝
や
川
に
汚
水
が
流
れ
る
こ
と

が
な
く
な
り
、
悪
臭
や
ハ
エ
な
ど

の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
よ
り
快
適

な
居
住
環
境
を
保
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

本
町
は
平
成
６
年
に
下
水
道
事

業
の
認
可
を
取
得
し
、
平
成
12
年

か
ら
処
理
場
の
供
用
を
開
始
し
て

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
作

成
し
た
「
下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
１
０
」
は
、
本
町
が
目
指
す

今
後
10
年
間
の
方
向
性
と
施
策
の

あ
り
方
を
示
し
て
い
ま
す
。
計
画

の
概
略
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

下
水
道
の
現
状
と
課
題

快
適
な
環
境
を
ま
も
る
た
め
に

①
汚
水
処
理
の
普
及
促
進

本
町
の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率

は
、
平
成
20
年
度
末
で
46
・
95

％
、
道
内
の
同
規
模
町
（
72
・

１
％
）
と
比
較
し
て
低
い
状
況

で
す
。
す
べ
て
の
人
が
水
洗
化

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
環
境
整
備

が
望
ま
れ
、
他
の
生
活
排
水
処

理
事
業
と
の
分
担
に
よ
り
効
率

的
に
汚
水
処
理
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

②
水
環
境
の
保
全

処
理
場
放
流
先
河
川
の
水
質
は
、

水
質
環
境
基
準
内
で
あ
り
、
今

後
も
水
質
保
全
に
努
め
ま
す
。

③
下
水
道
資
源
・
資
産
の
活
用

下
水
道
汚
泥
の
緑
農
地
利
用
の

継
続
や
処
理
場
処
理
水
の
有
効

利
用
、
低
炭
素
・
循
環
社
会
に

配
慮
し
た
効
率
的
な
運
転
方
法

の
検
討
、
処
理
場
の
空
き
用
地

の
有
効
活
用
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に

①
地
震
に
強
い
下
水
道

地
震
に
備
え
、
耐
震
診
断
と
補

強
工
事
の
対
応
方
針
を
検
討
し

ま
す
。

②
浸
水
に
強
い
下
水
道

気
候
変
動
等
に
備
え
、
降
雨
に

対
応
で
き
る
効
率
的
な
対
策
整

備
が
望
ま
れ
ま
す
。

③
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
の
適
正
管
理

耐
用
年
数
を
考
慮
し
計
画
的
な

改
築
と
維
持
管
理
（
長
寿
命
化
）

に
努
め
ま
す
。

安
定
し
た
経
営
を
目
指
す
た
め
に

①
経
営
基
盤
の
強
化

経
営
の
効
率
化
と
質
的
向
上
（
民

間
委
託
・
新
技
術
の
導
入
）
を

進
め
、
水
洗
化
へ
向
け
た
普
及

促
進
（
接
続
義
務
の
周
知
徹
底
）、

補
助
制
度
・
融
資
制
度
の
Ｐ
Ｒ

と
使
用
料
金
見
直
し
の
検
討
を

進
め
ま
す
。

詳
細　

役
場
建
設
課
上
下
水
道
室

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
５
２

10
年
後
の
姿
（
目
標
）

・
下
水
道
水
洗
化
普
及
率

　

70
・
６
％
→
85
・
０
％

・
長
寿
化
対
策
の
検
討
（
施

設
調
査
率
）

　

０
％
→
６
％

・
下
水
道
使
用
料
の
徴
収
率

　

99
・
４
％
→
１
０
０
％

足寄町公共下水道一般図



まちかどまちかどまちかど

6

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

7

まちかどまちかどまちかど

４.30-５.19 交通安全教室５.21-23 声援を送る

　第81回メーデー足寄地区集会（足寄地区連

合会主催）が行われ、町内の労働組合員や家

族など約１８０人が参加しました。参加者は

「自由で平和な世界」「雇用を確保する政策」「安

心な医療制度・介護制度の実現」などを訴え

ながら市街地を行進しました。その後、町民

センターで集会が行われました。

　町内の各小学校で交通安全教室が行われま

した。子どもたちは警察官や町交通安全指導

員から信号機の見方や交差点の安全な渡り方、

正しい自転車の乗り方などを教わりました。

その後、グラウンドの模擬コースや実際の道

路で学習した交通ルールを一つ一つ実践しま

した。

５.５ 家族連れでにぎわう

４.28 メーデー

　パークゴルフシーズンの開幕を告げる第22

回足寄町長杯争奪パークゴルフオープン大会

（町パークゴルフ協会主催、町ほか後援）が

開催されました。男性45人、女性22人の67人

が出場し、曇り空の肌寒い中、ときわコース

（18ホール）と里見グリーンヒル（18ホール）

の計36ホールで優勝目指して熱戦を繰り広げ

ました。

　ネイパルあしょろ（道立足寄少年自然の家）

で、こどもの日フェスティバルが開かれ、町

内外から訪れた大勢の家族連れでにぎわいま

した。ウォークラリーやネイチャーゲーム、

木の実クラフトや手作りカスタネットなどの

工作、ステージショーなど多彩な催しに子ど

もたちは一日楽しみました。

５.16 シーズン到来５.25 一斉入牧

5. 19　芽登小学校

4. 30　大誉地小学校

　低温のため例年より約１週間遅れて大規模

草地育成牧場で一斉入牧が始まりました。６

月上旬までに町内外から約１，６００頭の牛や

馬を受け入れます。牛馬は職員などに誘導さ

れながら予防接種と消毒を済ませ、広大な放

牧地に放されました。これから退牧する秋ま

でゆったり過ごし、大きく成長していきます。

　町農業協同組合青年部が足寄保育園どんぐ

りの年長組の子どもを対象に農業体験を行い

ました。この取り組みは同部員が作物の成長

や収穫の楽しみを知ってもらいたいと開催さ

れ、子どもたちは同部員から植え方を教わっ

た後、畑にジャガイモやタマネギなどの種や

苗を手分けして植え付けました。

　足寄ライオンズクラブ（熊澤芳潔会長）が

里見が丘公園フラワー園隣にエゾヤマザクラ

やヒメリンゴなどの苗木28本を植樹しました。

植樹は足寄高等学校の生徒６人も協力して丁

寧に植え付けられました。終了後には、会員

らが同公園内のバーベキューハウスに移動し、

昼食を交えながら交流を深めました。

　ラリー北海道（ＦＩＡアジア・パシフィッ

クラリー選手権第２戦、全日本ラリー選手権

第３戦）が開催されました。町内では23日に

ギャラリーステージが設定され、町内外から

多数のラリーファンが詰め掛け、土煙を上げ

たラリーカーに手や旗などを振り声援を送っ

ていました。

５.17 農業体験

５.22 丁寧に植え付ける



いつでも、

どこでも、

だれでも、

なにからでも、 

89

通算　第80号

　

町
で
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
を

平
成
３
年
４
月
に
創
設
し
、
こ
の
基
金
の
利

子
に
よ
る
益
金
を
、
文
化
団
体
お
よ
び
ス
ポ

ー
ツ
団
体
の
育
成
や
指
導
者
養
成
事
業
費
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
基
金
運
用
費
補
助
を
希
望
さ
れ

る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

基
金
運
用
費
補
助
予
定
額　

８
万
９
千
円

対　
　

象　

①
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

町
民
に
奨
励
、
普
及
す
る
団

体

　
　
　
　
　

②
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た

め
に
全
道
・
全
国
大
会
に
出

場
す
る
団
体
お
よ
び
個
人

選　
　

考　

教
育
委
員
会
お
よ
び
町
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
委
員
会
に

て
選
考
、
決
定
し
ま
す
。

詳　
　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

�

☎
25

－
３
１
８
８

　

町
文
化
協
会
（
大
須
賀
白
会
長
）
で
は
、

平
成
23
年
３
月
発
行
予
定
の
機
関
誌
「
噴
煙
」

第
33
号
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
作
品

　

創
作
・
戯
曲�

30
枚
以
内

　

評
論
・
回
想�

20
枚
以
内

　

随
筆
・
随
想
・
記
録
文
な
ど�

７
枚
以
内

　

詩�

50
行
以
内

　

短
歌
・
俳
句
・
川
柳�

５
首
・
５
句

　

写
真�

４
枚
以
内

　

※
用
紙
は
Ｂ
４
版
噴
煙
専
用
原
稿
用
紙
を

使
用
（
25
字
×
23
行
・
縦
書
き
）

応
募
資
格

　

①
町
内
に
在
住
の
方

　

②
町
文
化
協
会
加
盟
団
体
会
員
お
よ
び
ゆ

か
り
の
あ
る
人

締

切

日　

平
成
22
年
11
月
末
日

そ
の
他
注
意
事
項
等

　

①
種
目
ご
と
に
一
人
１
遍
と
す
る

　

②
原
稿
の
末
尾
に
住
所
・
氏
名
を
記
入

　
　

ペ
ン
ネ
ー
ム
も
可

　

③
原
稿
の
採
否
は
編
集
委
員
会
に
一
任

　

④
応
募
原
稿
は
返
却
し
な
い

詳　
　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

�

☎
25

－

３
１
８
８

　

町
内
各
社
会
教
育
関
係
団
体
等
の
平
成
22

年
度
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
代
表

者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

（
敬
称
略
）

●
教
育
委
員
会
委
嘱
委
員

社
会
教
育
委
員
の
会
議

　
　
　
　
　
　

委

員

長　
　

伊
藤　

貴
之

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　
　

西
出
伴
良
宏

体
育
指
導
委
員

　
　
　
　
　
　

委

員

長　
　

沼
田　

信
二

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　
　

松
本　

憲
治

●
社
会
教
育
関
係
団
体

文
化
協
会　
　
　

会　

長　
　

大
須
賀　

白

日
本
足
並
み
会　

会　

長　
　

小
野
寺　

聡

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

会　

長　
　

伊
藤　

貴
之

青
年
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

会　

長　
　

阿
部　

宗
史

青
年
協
議
会　
　

会　

長　
　

山
口　

哲
平

女
性
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

会　

長　
　

上
野　

悦
子

地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

会　

長　
　

富
士
田
和
夫

体
育
協
会　
　
　

会　

長　
　

宇
野　
　

浩

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

　
　
　
　
　
　
　

本
部
長　
　

阿
部　

智
一

詳　
　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

�

☎
25

－

３
１
８
８

教
科
用
図
書

展

示

会

学 習

生 涯
「
す
く
す
く
」

�

会
員
募
集

学 習

生 涯
「
噴　

煙
」

　

原
稿
募
集

学 習

生 涯

新
体
制
紹
介

学 習

生 涯

マ
イ
プ
ラ
ン

�

講　

座

学 習

生 涯

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振

興

基

金

学
ぶ
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す

　

マ
イ
プ
ラ
ン
講
座
は
、
学
習
目
的
を
明
確

に
持
ち
、
将
来
サ
ー
ク
ル
活
動
を
目
指
す
お

お
む
ね
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
講
師

を
派
遣
す
る
事
業
で
す
。

　

会
社
の
同
僚
や
自
治
会
の
仲
間
、
仲
の
良

い
友
人
同
士
で
「
こ
ん
な
学
習
を
し
て
み
た

い
」
「
趣
味
と
し
て
こ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対　
　

象　

一
般
成
人
。
代
表
者
は
足
寄
町

民
に
限
り
ま
す
。

必
要
条
件　

・
講
師
謝
礼
以
外
の
経
費
は
学

習
者
が
負
担
で
き
る
こ
と

　
　
　
　
　

・
自
主
的
に
運
営
で
き
る
こ
と

�

な
ど

　
　
　
　
　

※
な
お
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
は
出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
の
提
出
が
必
要

で
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳　
　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

�
☎
25

－

３
１
８
８

　

教
育
委
員
会
で
は
、
現
在
町
内
の
小
・
中

学
校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
用
図
書
等
の
展

示
を
し
ま
す
。
中
学
校
は
、
現
在
使
用
し
て

い
る
教
科
用
図
書
を
展
示
し
ま
す
が
、
小
学

校
は
、
現
在
使
用
し
て
い
る
も
の
と
平
成
23

年
度
か
ら
使
用
す
る
教
科
用
図
書
の
２
種
類

を
展
示
し
ま
す
。

目　
　

的　

教
科
用
図
書
を
公
開
し
、
教
科

用
図
書
や
教
科
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
う

期　
　

間　

６
月
18
日
㈮
～
７
月
１
日
㈭

場　
　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳　
　

細　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
室

�

☎
25

－

３
１
８
８

　

家
庭
で
子
育
て
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
お
母

さ
ん
、
お
父
さ
ん
。
育
児
や
し
つ
け
の
こ
と
、

子
ど
も
の
健
康
の
こ
と
な
ど
、
一
人
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
お
母
さ
ん
、
お
父

さ
ん
を
応
援
す
る
、
子
育
て
支
援
・
学
習
と

交
流
の
会
「
す
く
す
く
」
で
は
、
平
成
22
年

度
の
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
か
ら
２
月
ま
で
の
毎
月
１
回
、
子
育

て
講
話
や
離
乳
食
調
理
実
習
、
参
加
者
同
士

の
情
報
交
換
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
年
度
途

中
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
子
育
て
中
の
マ

マ
・
パ
パ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳　
　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

�

☎
25

－

３
１
８
８

　

教
育
委
員
会
で
は
、
家
庭
教
育
を
は
じ
め

教
育
に
関
す
る
相
談
専
用
電
話
を
設
置
し
、

悩
み
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
専
用
電
話　

☎
25

－

４
９
７
６

（
よ・

・

・

・

・

く
な
ろ
う
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
）

相
談
内
容

　

学
校
生
活
、
異
性
、
交
友
、
い
じ
め
、

非
行
、
子
育
て
、
し
つ
け
、
生
活
な
ど

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相

談

員

学 習

生 涯

教
育
相
談
電
話

平林　照雄

生涯学習推進アドバイザー

村本　正幸

生涯学習推進アドバイザー
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博
物
館
情
報

フ
ォ
ス
ト
リ
ー
へ
Ｇ
Ｏ

新
た
な
管
理
・
運
営
体
制
ス
タ
ー
ト

　

指
定
管
理
の
導
入
に
伴
い
４
月
か
ら
博
物

館
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
し
ょ
ろ
の
化
石
と
自

然
（
髙
橋
一
二
理
事
長
）
が
管
理
・
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
学
芸
員
も
増
え
、
博
物
館
の
魅
力

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

化
石
体
験
の
種
類
を
増
や
す
と
と
も
に
、

本
年
度
の
目
玉
事
業
と
し
て
、
江
戸
時
代
に

流
行
し
た
立た

て

版ば
ん

古こ

を
復
活
さ
せ
、
化
石
版
の

元
祖
３
Ｄ
体
験
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

準
備
中
で
す
。

詳　

細　

博
物
館�

☎
25

－

９
１
０
０

総
合
体
育
館
情
報

イ

チ

オ

シ
！

体
育
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
は
じ
め
、
町
内
の
野

外
体
育
施
設
が
利
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
と
き
わ
・
里
見
グ
リ

ー
ン
ヒ
ル
・
ウ
エ
ス
ト
ヒ
ル
の
各
コ
ー
ス
）・

自
由
広
場
・
陸
上
競
技
場
・
野
球
場
・
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
・
と
き
わ
サ
ッ
カ
ー
場
を
利
用
す

る
場
合
は
、事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
各
施
設
と
も
有
料
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
施
設
の
利
用
状
況
や
使
用
料
金
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

使
用
の
際
は
施
設
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
り
楽
し
く
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�
☎
25

－

３
１
９
１

図

書

室

ほ
っ

と

情

報

新

刊

案

内

１
Ｑ
８
４　

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３�

村
上　

春
樹

天
国
旅
行�

三
浦
し
を
ん

鼠
、
闇
に
跳
ぶ�

赤
川　

次
郎

真
昼
な
の
に
昏く

ら

い
部
屋�

江
國　

香
織

白
と
黒
が
出
会
う
と
き�

新
堂　

冬
樹

ち
い
さ
な
言
葉�

俵　
　

万
智

ブ
ラ
ッ
ク
チ
ェ
ン
バ
ー�

大
沢　

在
昌

京
都
駅
０
番
ホ
ー
ム
の
危
険
な
乗
客
た
ち

�

西
村
京
太
郎

悲
し
み
の
ダ
ル
フ
ー
ル

�

ハ
リ
マ
・
バ
シ
ー
ル

お
い
し
い
手
づ
く
り
調
味
料�

杵
島　

直
美

牛
乳
で
作
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム�

島
本　
　

薫

元
気
が
出
る
え
ご
ま
料
理�

田
中　

敦
子

糸
子
先
生
の
キ
ル
ト
入
門�

遠
藤
亜
希
子

図
書
室
オ
ー
プ
ン

　

内
装
等
改
修
工
事
の
た
め
５
月
24
日
か
ら

臨
時
休
館
し
て
お
り
ま
し
た
町
民
セ
ン
タ
ー

図
書
室
が
、
６
月
21
日
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し

ま
す
。
約
１
カ
月
に
わ
た
り
ご
不
便
と
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
室
内
も
明
る
く

な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
利
用
し
や
す
い
環

境
が
整
い
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

利
用
者
カ
ー
ド
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　

本
を
借
り
る
場
合
は
、
利
用
者
カ
ー
ド
の

提
示
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
ご
持
参
願
い

ま
す
。
利
用
者
カ
ー
ド
等
、
図
書
に
関
す
る

こ
と
は
、図
書
室
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

利
用
者
カ
ー
ド
の
登
録
方
法

●
中
学
生
以
上
の
方

　

利
用
者
カ
ー
ド
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
中
学
生
以
上
で
あ

れ
ば
生
徒
手
帳
や
学
生
証
、
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書
等
の
提
示
が
必
要
で
す
。

※
小
学
生
の
方
は
、
各
小
学
校
を
通
じ
全
児

童
に
利
用
者
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

詳　

細　

図
書
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
25

－

３
１
８
８

社
会
教
育
事
業
の
お
知
ら
せ

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
話
し
会

開
催
日　

６
月
19
日
㈯　

７
月
17
日
㈯

　
　
　
　

８
月　

お
休
み　

９
月
18
日
㈯

時　

間　

午
後
１
時
～
２
時

対　

象　

幼
児
か
ら
小
学
校
中
学
年

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日　

６
月
26
日
㈯　

７
月
24
日
㈯

　
　
　
　

８
月
28
日
㈯　

９
月
25
日
㈯

時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

対　

象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

詳　

細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

�

☎
25

－

４
９
７
４

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日　

７
月
13
日
㈫　

８
月
10
日
㈫

　
　
　
　

９
月
14
日
㈫

時　

間　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

対　

象　

乳
幼
児
か
ら
幼
児

詳　

細　
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

�

☎
25

－

７
４
８
７

子
育
て
・
家
庭
教
育

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

　

「
す
く
す
く
」

開
催
日　

７
月
８
日
㈭　

８
月
19
日
㈭

　
　
　
　

９
月
16
日
㈭

時　

間　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

※
託
児
所
も
あ
り
ま
す

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
日

開
催
日　

６
月
22
日
㈫　

７
月
13
日
㈫

　
　
　
　

８
月
24
日
㈫

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

開
催
日　

７
月
29
日
㈭

時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対　

象　

乳
児
検
診
該
当
者

※
乳
児
検
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

生
涯
学
習
事
業

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

６
月
８
日
㈫
～
22
日
㈫

　
　

保
育
園
ど
ん
ぐ
り
作
品
展

６
月
29
日
㈫
～
７
月
13
日
㈫

　
　

大
誉
地
・
螺
湾
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
作
品
展

７
月
21
日
㈬
～
８
月
３
日
㈫

　
　

平
林
照
雄
昆
虫
標
本
展

８
月
５
日
㈭
～
13
日
㈮

　
　

第
25
回
全
十
勝
写
真
公
募
展

８
月
24
日
㈫
～
９
月
７
日
㈫

　
　

健
康
ロ
ビ
ー
展

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

社
会
体
育
事
業

●
元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室

開
催
日　

７
月
７
日
㈬
～
28
日
㈬
ま
で
の
毎

週
水
曜
日　

全
４
回

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

総
合
体
育
館
ほ
か

対　

象　

18
歳
以
上
の
町
民

詳　

細　

総
合
体
育
館

●
か
っ
ぱ
水
泳
教
室

開
催
日　

６
月
16
日
㈬　

17
日
㈭　

18
日
㈮

　
　
　
　
　
　

23
日
㈬　

24
日
㈭　

25
日
㈮

時　

間　

午
後
３
時
30
分
～
午
後
５
時

場　

所　

温
水
プ
ー
ル

対　

象　

小
学
１
年
生
～
３
年
生

詳　

細　

総
合
体
育
館

●
第
48
回
十
勝
東
北
部
体
育
大
会

開
催
日　

７
月
４
日
㈰

時　

間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

場　

所　

本
別
町

内　

容　

足
寄
・
本
別
・
陸
別
の
各
町
代
表

チ
ー
ム
に
よ
る
交
流
大
会

種　

目　

野
球
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
な
ど
５
種
目

対　

象　

18
歳
以
上
の
町
民

詳　

細　

総
合
体
育
館

●
第
８
回
町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
催
日　

８
月
29
日
㈰

時　

間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

場　

所　

陸
上
競
技
場
ほ
か

内　

容　

自
治
会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　

小
学
生
交
流
ゲ
ー
ム�

ほ
か

詳　

細　

総
合
体
育
館

６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
主
な
事
業
予
定

お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１
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防災力向上のための心の備え

町民
防災講座

　

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
備
え
る
」
で
す
。

　

「
備
え
」
の
語
源
を
漢
字
源
よ
り
調
べ
て

み
ま
す
と
、
矢
を
射
る
用
意
と
し
て
矢
を
ぴ

っ
た
り
と
並
べ
て
い
れ
る
と
い
う
意
味
の
旁

つ
く
り

と
、
人
の
偏
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
主
役

の
事
故
を
見
越
し
て
用
意
を
整
え
て
お
く
控

え
の
人
の
意
、
だ
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
の
日

常
生
活
が
「
主
役
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
被

災
し
た
時
の
非
日
常
の
状
態
「
控
え
の
役
者
」

に
つ
い
て
通
常
時
か
ら
考
え
る
こ
と
、
こ
れ

が
備
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

日
本
は
全
世
界
の
１
割
の
地
震
発
生
が
集

中
し
て
お
り
、
い
つ
、
ど
こ
で
地
震
災
害
に

遭
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
国
な
の
で
す
。
決

し
て
恐
怖
感
を
煽あ

お

っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
巨
大
海
溝
型
地
震
は
別
に

し
て
、
通
常
の
地
震
は
火
山
や
津
波
の
よ
う

に
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
や
避
難
指
示
な
ど
は
発

令
さ
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
日
、
あ
る
瞬
間
か
ら

「
主
役
」
と
「
控
え
の
役
者
」
が
一
瞬
に
し

て
入
れ
代
わ
る
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
私
た
ち
は
「
役
者
交
代
」
を

瞬
時
に
行
う
た
め
の
心
の
準
備
は
で
き
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
結

果
と
し
て
は
正
し
い
の
で
す
が
、
私
た
ち
の

ほ
と
ん
ど
は
「
憂
い
が
な
け
れ
ば
備
え
な
い
」

人
々
な
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
15
年
前
に

発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
で
も
明
ら
か
で

す
。
当
時
、
関
西
地
方
で
は
大
き
な
地
震
は

発
生
し
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
希
望
的
な
「
常

識
」
が
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
間
違
っ
た

常
識
が
憂
い
を
妨
げ
て
き
た
、
さ
ら
に
は
、

人
間
は
自
ら
憂
い
た
く
な
い
も
の
に
対
し
て
、

目
を
背
け
て
き
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

で
は
「
備
え
の
た
め
に
、
正
し
く
憂
う
」

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
に
は
、
災
害
を
他
人
事
と
は
思
わ
ず
、

防
災
に
関
す
る
講
演
会
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
し
、
先
入
観
や
間
違
っ
た
常
識
を
捨
て
正

し
い
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
す
。
「
知

識
が
無
い
と
こ
ろ
に
意
識
は
生
ま
れ
な
い
」

の
で
す
。
さ
ら
に
防
災
に
対
す
る
意
識
を
風

化
さ
せ
な
い
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

こ
こ
で
一
つ
の
実
例
を
紹
介
し
ま
す
。
北

見
市
で
は
２
０
０
４
年
１
月
に
最
深
積
雪
が

約
１
メ
ー
ト
ル
70
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
越
え

る
豪
雪
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
災
害

で
は
幸
い
死
者
は
発
生
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

３
日
間
に
わ
た
り
降
り
続
い
た
雪
は
、
交
通

機
関
を
は
じ
め
と
し
て
、
市
民
の
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
北
見
工
大
の
研

究
室
で
は
災
害
直
後
に
防
災
に
関
す
る
意
識

を
調
査
し
、
２
年
後
も
ほ
ぼ
同
様
の
調
査
を

行
い
そ
の
変
容
に
つ
い
て
分
析
し
ま
し
た
。

　

分
析
の
結
果
、
人
々
の
防
災
に
対
す
る
意

識
が
大
き
く
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
人
の
防
災
意

識
は
大
き
な
災
害
を
経
験
し
た
人
で
も
「
風

化
」
し
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
す
。

　

で
は
、
意
識
の
風
化
を
防
ぐ
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、

防
災
意
識
と
行
動
を
可
能
な
限
り
一
致
さ
せ

る
努
力
を
す
る
こ
と
で
す
。
有
効
な
方
法
の

一
つ
と
し
て
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
利
用
し

た
、
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
の
実
施
を
企
画

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
Ｄ
Ｉ
Ｇ
と
い

う
単
語
は
「
掘
る
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
英

語
の
動
詞
で
も
あ
り
、
転
じ
て
、
探
求
す
る
、

理
解
す
る
と
い
っ
た
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｄ
Ｉ
Ｇ
と
い
う
言
葉
に
は
、

災
害
を
理
解
す
る
、
ま
ち
を
探
求
す
る
、
防

災
意
識
を
掘
り
起
こ
す
と
い
う
意
味
も
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
参
加
者
が
大
き
な
地
図
を

囲
み
、
み
ん
な
で
書
き
込
み
を
加
え
な
が
ら

議
論
を
し
て
い
く
中
で
、
あ
な
た
の
中
に
目

覚
め
た
防
災
意
識
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　

「
備
え
る
」
と
は
広
い
意
味
で
「
参
加
」

と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
参
加
し
、
行
動

す
る
こ
と
で
「
こ
こ
ろ
の
非
常
ス
イ
ッ
チ
」

の
入
れ
方
を
確
認
し
、
防
災
意
識
の
風
化
を

食
い
止
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�

（
北
見
工
業
大
学
准
教
授　

高
橋　

清
）

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室

�

☎
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－

２
１
４
１
内
線
３
１
１

２００４年、豪雪後の北見市内の様子

木
の
芽
晴
満
つ
る
力
を
天
に
向
け	

小
川
ト
ミ
子

春
眠
や
夢
の
果
て
か
ら
雨
の
音	

坂
　
　
夢
乃

老
ゆ
る
木
の
芽
吹
き
う
な
が
す
夜
の
雨	

山
岸
　
清
子

軟や
わ

ら
か
き
風
に
木
の
芽
の
ふ
く
ら
み
ぬ	

上
谷
喜
美
子

春
眠
す
母
の
遺
影
の
苦
笑
ひ	

小
山
田
富
美
子

散
歩
道
石
段
越
え
る
木
の
芽
風	

小
山
　
博
子

野
に
山
に
目
覚
め
促

う
な
が

す
木
の
芽
か
な	

松
野
さ
わ
子

日
差
し
浴
び
木
の
芽
ふ
く
ら
む
垣
根
ご
し	

湯
浅
　
保
子

ほ
ろ
に
が
き
土
の
匂
い
や
蕗
の
と
う	

中
田
　
京
子

雨
音
を
聞
き
つ
朝
寝
の
心
地
よ
し	

吉
田
　
哲
子

賑
わ
い
し
駅
の
な
ご
り
の
福
寿
草	

高
橋
と
し
子

前
山
の
動
く
気け

配は
い

の
木
の
芽
か
な	

古
住
　
蛇
骨

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま 

足
寄
凍
土
吟
社

俳 

句

町民文芸

旭
日
単
光
章

瑞
宝
双
光
章

星
野
喜
美
男
さ
ん

川
村　

浩
之
さ
ん

（
80
歳
・
南
５
条
１
丁
目
）

（
73
歳
・
南
２
条
１
丁
目
）

　

町
代
表
監
査
委
員
や
町
公
平
委
員
会
委
員

長
等
と
し
て
地
域
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
星
野
喜
美
男
さ

ん

が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
星
野
さ

ん

は
昭
和
56
年
９
月
か
ら

昨
年
３
月
に
退
任
さ
れ
る
ま
で
の
７
期
27
年

余
り
に
わ
た
り
代
表
監
査
委
員
と
し
て
適
正

な
監
査
の
執
行
に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

在
任
中
に
は
十
勝
町
村
等
監
査
委
員
協
議
会

会
長
、
北
海
道
町
村
等
監
査
委
員
協
議
会
会

長
な
ど
の
要
職
も
歴
任
さ
れ
、
平
成
10
年
に

は
黄
綬
褒
章
も
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

星
野
さ
ん

は
「
感
謝
し
て
い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
長
く
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
消
防
の

向
上
発
展
と
治
安
の
維
持
に
努
め
ら
れ
た
川

村
浩
之
さ
ん

が
、
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
川
村
さ
ん

は
昭
和
37
年
の
入
団
か
ら
平

成
16
年
に
足
寄
消
防
団
団
長
と
し
て
退
団
す

る
ま
で
の
41
年
余
り
、
予
消
防
や
災
害
活
動

な
ど
郷
土
の
防
災
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
村
さ
ん

は
受
章
に
つ
い
て
「
長
く
続
け
た

か
い
が
あ
り
ま
し
た
。
山
火
事
の
消
火
や
水

害
の
人
命
救
助
、
遭
難
者
捜
索
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
で
出
動
し
ま
し
た
が
、
団
員
数
が

少
な
く
大
変
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

支
え
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝
し
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
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国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
！

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
方
で
、
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
ま
た
は
失
業
な
ど

に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
納

付
が
免
除
さ
れ
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の
１

免
除
の
各
制
度
は
、
免
除
後
の
納
付
す
べ
き

保
険
料
を
納
付
し
な
い
場
合
、
そ
の
期
間
の

一
部
免
除
が
無
効
と
な
り
、
未
納
扱
い
に
な

り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

帯
広
年
金
事
務
所

�

☎
０
１
５
５

－

25

－

８
１
１
３

み
ん
な
の
国
民
年
金わが町の七月十五日展

「沖縄戦とひめゆり学徒隊」
部分月食観望会

　本別空襲の資料のほか、ひめゆり平和祈念資

料館などの協力を得て、沖縄戦当時に負傷兵の

看護に当たった「ひめゆり学徒隊」の記録を展

示します。

期　　間　７月１日㈭－７月31日㈯
※毎週月曜日は休館になります。

場　　所　本別町歴史民俗資料館

開館時間　午前９時－午後４時30分

※午後４時までにご入館ください。

入 館 料　大人　１５０円

　　　　　小・中・高校生、65歳以上の人

� １００円

詳　　細　本別町歴史民俗資料館

� ☎２２－２１４１内線４１０

　今年２回目の部分月食が６月26日にありま

す。大型望遠鏡で神秘的な月食を眺めてはいか

がでしょうか。

開 催 日　６月26日㈯
※午後７時30分から説明会を行います。

場　　所　銀河の森天文台

詳　　細　銀河の森天文台　☎２７－８１００

お知らせ

大
人
の
虫
歯
予
防

免除の対象となる所得基準額

所 得 の 基 準 額
月の保険料
15,100円

年金額への
反映割合

全 額 免 除
（扶養親族等の数＋１）×35万円＋22
万円

保険料納付額
0円

１／２

４分の３免除
78万円＋（扶養親族等の数×38万円
※）＋社会保険料控除額等

保険料納付額
3,780円

５／８

半 額 免 除
118万円＋（扶養親族等の数×38万円
※）＋社会保険料控除額等

保険料納付額
7,550円

３／４

４分の１免除
158万円＋（扶養親族等の数×38万円
※）＋社会保険料控除額等

保険料納付額
11,330円

７／８

農地売買には農業委員会の
許可が必要です

７月１日－７日は
全国安全週間

交通事故相談所を
ご利用ください

雇用保険制度が変わりました

労働保険年度更新の
手続きはお済みですか

　農地を売買するときは、農業委

員会の許可を受けることが必要で

す。許可を受けずに売買契約の後、

農地の引き渡しを行っても所有権

移転はできません。

　農業委員会の許可を受けずに農

地の売買等をした場合は、農地法

違反として罰せられる場合もあり

ます。ご注意ください。

詳　　細� 農業委員会事務局

� ☎２５－２１４１内線２８３

　労働災害防止の重要性について

認識をさらに深め、安全活動の着

実な実行を図りましょう。

詳　　細� 帯広労働基準監督署

� ☎０１５５－２２－８１００

　道では交通事故により被害を受

けた方やその家族からの相談に対

し、専任の相談員が無料で相談に

応じています。

道交通事故相談所

時　間

　平日の午前９時－午後５時

場　所　道交通事故相談所（道庁）

方　法

　面接（予約制）、電話、文書

予約・相談先　道交通事故相談所

� ☎０５０－３５３３－４７０３

� FAX０１１－２３２－７４５２

� 死kansei.kurashian2@pref.
　　　　hokkaido.lg.jp
十勝総合振興局の巡回面接相談

日　時　毎月第２水曜日

　　　　午前11時－午後３時

場　所　十勝総合振興局

方　法　面接（予約制）

予約先・詳細� 十勝総合振興局

� 保健環境部環境生活課

� ☎０１５５－２６－９２４９

　平成21年度確定保険料、平成22

年度概算保険料の申告・納付およ

び石綿健康被害救済法一般拠出金

の申告・納付は７月12日㈪までに

済ませましょう。

　なお年度更新申告書は６月初旬

に郵送されます。

詳　　細� 帯広労働基準監督署

� ☎０１５５－２２－８１００

主な改正内容

・非正規労働者の雇用保険の適用

範囲拡大

・雇用保険料率の変更

・雇用保険に未加入とされた方の

遡
そ

及
きゅう

適用期間の改善（今後施行

予定）

・季節的に雇用される方の適用要

件の緩和

詳　　細� 帯広公共職業安定所

� ☎０１５５－２３－８２９６

　

虫
歯
と
い
え
ば
子
ど
も
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
虫
歯

の
保
有
者
数
を
世
代
別
に
見
て
み
る
と
19
歳

ま
で
は
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
50
歳
以
降

は
逆
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

大
人
の
虫
歯
の
種
類

・
２
次
う
蝕

し
ょ
く

　

一
度
治
療
し
た
歯
の
詰
め
物
や
か
ぶ
せ
た

冠
の
境
目
か
ら
入
り
込
ん
で
い
く
虫
歯
で
す
。

境
目
は
汚
れ
が
た
ま
り
や
す
く
、
歯
の
神
経

を
抜
い
て
い
れ
ば
ど
ん
な
に
進
行
し
て
も
痛

み
は
感
じ
ま
せ
ん
。
虫
歯
に
な
っ
て
も
詰
め

物
や
冠
は
変
化
し
な
い
の
で
、
気
が
付
い
た

時
に
は
か
な
り
深
く
ま
で
進
行
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。
治
療
を
終
え
て
い
る
か

ら
と
い
っ
て
安
心
せ
ず
に
い
っ
そ
う
丁
寧
に

磨
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
根こ

ん

面め
ん

う
蝕

し
ょ
く

　

歯
肉
炎
や
歯
周
炎
に
よ
っ
て
歯
と
歯
茎
の

間
に
す
き
間
が
で
き
て
露
出
し
て
し
ま
っ
た

歯
の
根
に
起
こ
る
虫
歯
で
す
。
歯
の
根
元
の

表
面
は
歯
の
頭
の
部
分
と
比
べ
て
柔
ら
か
い

た
め
、
虫
歯
に
な
り
や
す
く
、
ま
た
進
行
し

や
す
い
の
で
す
。
歯
茎
の
下
に
隠
れ
た
ま
ま

虫
歯
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
自
分
で
は
分
か

り
に
く
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
飲
食
の
回
数

が
多
い
人
（
の
ど
飴
を
常
に
食
べ
て
い
る
、

砂
糖
入
り
コ
ー
ヒ
ー･

紅
茶
・
清
涼
飲
料
水

を
１
日
に
何
度
も
飲
む
習
慣
が
あ
る
な
ど
）
、

つ
ば
の
出
る
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
人
は

注
意
が
必
要
で
す
。

虫
歯
の
予
防
方
法

・
歯
ブ
ラ
シ
は
毛
先
を
使
い
、
軽
い
力
で
小

刻
み
に
動
か
す

・
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
、
歯
と
歯
の
間
を
き

ち
ん
と
磨
く

・
糸
よ
う
じ
や
フ
ロ
ス
・
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど

の
補
助
道
具
を
使
う

・
寝
る
前
は
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
磨
く

・
フ
ッ
素
入
り
歯
磨
き
剤
を
使
う

・
喫
煙
、
過
度
の
飲
食
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
の

生
活
習
慣
を
改
善
す
る

・
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
保
健
福
祉
室
保
健
推
進
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
１

免除申請期間

※扶養親族等が老人控除対象配偶者または老人扶養親族であるときは48万円、特定

扶養親族であるときは63万円となります。

平成21
年度

平成22
年度

対象
期間

平成21年
７月

－22年６月

平成22年
７月

－23年６月

申請
期間

平成21年
７月１日
－22年
７月31日

平成22年
７月１日
－23年
７月31日

所得
審査

平成21年度
（平成20年
分）所得

平成22年度
（平成21年
分）所得
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善意のご寄付・ご寄贈
ありがとうございます

町へ

・南区親睦会（所勇代表）か

ら福祉推進のために

� 20万円

安久津勝彦町長、稲垣輝彦さ
ん、

所代表（左から）

募　　集

受験資格

　平成元年４月２日－平成５年４

月１日生まれの方

試験の程度　高等学校卒業程度

受付期間

　６月22日㈫－29日㈫
第１次試験日　９月５日㈰
詳　　細　札幌国税局人事第２課

� ☎０１１－２３１－５０１１

　このたび、道では足寄町の案を

もとに、足寄都市計画区域の「整

備、開発及び保全の方針」の見直

しを行い、素案を取りまとめまし

た。これは今後の足寄町のまちづ

くりに大きなかかわりを持つ、都

市計画のマスタープランであるこ

とから、次の通り広く皆さまから

のご意見を募集します。

資料入手方法

　素案および意見募集要領等の資

料は、次の場所で閲覧および配布

を行います。

・役場建設課建設室

・道ホームページ（http://www.
pref.hokkaido.lg.jp/kn/tki）

・道建設部まちづくり局都市計画

課（道庁10階）

・各振興局行政情報コーナー

応募期限　６月25日㈮必着

応募先・詳細　　　道都市計画課

� ☎０１１－２０４－５５６３

� 役場建設課建設室

� 管理・都市計画担当

� ☎２５－２１４１内線３７２

　デジサポ（総務省テレビ受信者

支援センター）では、平成23年７

月24日の地上デジタル放送完全移

行に向けて支援を行っています。

　これまで地上デジタル放送に関

するお問い合わせは、総務省地デ

ジコールセンターの全国共通専用

番号（ ０５７０－０７－０１０１）

で受け付けてきました。受信相談

対応を強化するため、地域ごとに

受信相談電話を開始しました。

受け付け時間

平日：午前９時－午後９時

土日・祝日：午前９時－午後６時

相談先・詳細� デジサポ道東

� ☎０１５４－９９－０１０１

　外国人は「ルールを守って」適

正に雇用しましょう。

・雇い入れる前に、就労が認めら

れるか在留資格を確認してくだ

さい。

・外国人の雇い入れと離職は、必

ずハローワークに届け出てくだ

さい。

・社会保険の加入等の雇用管理は

適正に行いましょう。

詳　　細� 帯広労働基準監督署

� ☎０１５５－２２－８１００

　福祉医療費受給者証（重度心身

障害者、ひとり親家庭等、乳幼児

等）をお持ちの方について、受給

者証の更新を行います。新しい受

給者証は、７月末までにご家庭に

届くよう郵送します。期限切れの

受給者証は８月１日から無効にな

りますのでご注意ください。

　また、受給者証をお持ちで今年

１月２日以降に転入された方は、

以前にお住まいの市町村で「平成

22年度所得・課税証明書」を交付

請求し役場住民課保険担当まで提

出ください。

※無効になった受給者証は返却の

必要はありませんので破棄して

ください。

※前年の所得の状況により、該当

にならない場合があります。

※世帯の課税状況により、負担割

合が変更となることがあります。

詳　　細

� 役場住民課住民室保険担当

� ☎２５－２１４１内線２１５

対 象 者　35歳－70歳までの町民

および妊婦の方

受診期間

　平成23年１月31日㈪まで（妊婦

の方は平成23年３月31日㈭まで）

受診場所

　中原歯科、足寄ファミリー歯科、

あしょろ歯科

料　　金　７００円

※受診時に直接歯科医院にお支払

いください。なお生活保護世帯

の方は無料です。

申込期限　12月24日㈮まで

※妊婦の方は「たまごくらぶ」で

申し込みください。

申込先・詳細� 役場福祉課

� 保健福祉室保健推進担当

� ☎２５－２５７１

子どもにかかわる
手当について

看護学院見学会子どもの人権１１０番
強化週間

６月は不正改造車
排除強化月間です

山地災害防止キャンペーン
実施中

お知らせ
児童扶養手当

　両親の離婚などにより、父親と

一緒に生活していない母子家庭等

の生活の安定と自立を助け、児童

の心身の健やかな成長のために支

給される手当です。

　18歳までの児童（18歳に達した

日以降の最初の３月31日までの間

にある者）を監護している母や母

に代わってその児童を扶養してい

る方に支給されます。

特別児童扶養手当

　障がい児の福祉の増進を図るた

め、精神または身体に重度または

中度の障がいを有する児童を育て

ている家庭に支給される手当です。

　精神や身体に障がいのある20歳

未満の児童の父、母、または父母

に代わってその児童を養育してい

る方に支給されます。手当には児

童の障がいの状態によって１級と

２級があります。

お問い合わせください

　現在、児童扶養手当、特別児童

扶養手当を受給していない方で、

該当すると思われる方はお問い合

わせください。なお各手当には所

得制限が設けられています。所得

制限で受給できなかった方も、平

成22年度（平成21年分）所得の確

定により、受給資格を満たしてい

る場合があります。各手当をすで

に受給中の方も、継続して受給す

るためには１年に１回現況届を提

出する必要があります。７月下旬

に役場より通知しますので、必ず

現況届を提出してください。

詳　　細

� 役場福祉課保健福祉室福祉担当

� ☎２５－２１４１内線１４３

　いじめや体罰などの子どもをめ

ぐるさまざまな人権問題について

相談に応じます。

期間　６月28日㈪－７月４日㈰
時間

平日：午前８時30分－午後７時

土日：午前10時－午後５時

子どもの人権１１０番

S０１２０－００７－１１０

詳細� 釧路地方法務局人権擁護課

� ☎０１５４－３１－５０１４

　自動車の不正改造は、改造を行

うこと、改造された自動車を走行

させることの両方が法律により禁

じられています。違反すると整備

命令の交付を受けたり、罰金等の

対象となったりします。

　この機会に不正改造防止への理

解を深め、排除にご協力ください。

詳　　細　道運輸局帯広運輸支局

� ☎０１５５－３３－３２８２

　近年、山地の崩壊・土石流・地

すべりなどの山地災害が多発し、

人命・財産に甚大な被害が及んで

います。山地災害を防止するため

情報収集を強化し、防災意識を高

めましょう。

実施期間　６月30日㈬まで

山地災害防止標語

　ふるさとの未来を守る治山事業

詳　細　役場経済課林業振興担当

� ☎２５－２１４１内線２４４

　帯広高等看護学院では、看護師

に興味、関心のある方を対象に学

院見学会を開催します。将来看護

師を目指している方の参加をお待

ちしています。

日　　時　７月26日㈪
午前の部：午前10時－11時30分

午後の部：午後１時－２時30分

内　　容

　学院内見学、赤ちゃん人形の抱

っこや血圧測定等の体験学習など

対　　象

高校２年生以上（初めての方のみ）

定　　員　なし

参 加 料　無料

持 ち 物　上靴

申込期間　７月12日㈪－16日㈮
　受付時間は午前９時から午後５

時までです。電話またはメールで

申し込みください。

申込先・詳細　帯広高等看護学院

� ☎０１５５－４７－８８８１

� 死obikan@m2.octv.ne.jp

税務職員募集

都市計画マスタープランへの
意見募集について

地上デジタル放送に関する
相談を強化しました

６月は外国人労働者問題
啓発月間です

福祉医療費受給者証の
更新について

歯周疾患検診



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

ひとのうごき

５月末の住民基本台帳

人　口　　７，８９６　人　（－２)

　男　　　３，８３５　人　（－２)

　女　　　４，０６１　人　（±０)

世　帯　　３，６６０世帯（＋４)

　　　　　　　（　）内は前月比

今月の表紙
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☆先日、新聞折り込みに「町民の皆

様へのメッセージ」という口蹄疫

の感染防止（協力）についてのち

らしが入っていました。

☆町内では「足寄ふるさと花まつ

り」「ほくでんファミリーコンサ

ート」などの事業が中止となり寂

しい状況になっています。

☆皆さんの感染防止への協力により

家畜に被害が及ばない早いうちに

終息することを願っています。

小原　美
み

沙
さ

希
き

ち
  ゃ
   ん

� （平成20年６月６日生まれ）

　体は小さいですが大きな声と

旺盛な食欲。風邪もひかずに毎

日元気いっぱいです。最近はお

姉ちゃんのまねばかりして家族

を笑わせてくれます。

� 清一・みどりさ
んの子

� （栄町２丁目）
工藤　廉

れん
ち
  ゃ
   ん

� （平成20年６月４日生まれ）

　お兄ちゃんが大好きで、いつ

もお兄ちゃんのまねばかりして

遊んでいます。たまにけんかも

しますが、これからも兄弟仲良

く元気に育ってね。

� 健太・麻耶さ
んの子

� （栄町１丁目）

伊藤　詩
し

乃
の

ち
  ゃ
   ん

� （平成20年６月14日生まれ）

　次女の詩乃です。たくさん笑

わせてくれるわが家のムードメ

ーカーです。毎日お姉ちゃんの

まねばかりしてけんかも多いけ

れど、仲良し姉妹でいてね。

� 誠一・佳子さ
んの子

� （南５条３丁目）

　５月５日、ネイパルあしょろで行われたこ

どもの日フェスティバルでのスナップです。

� （⇒６ページ）　


